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中・高校生の年代は
人口増加しつつ、

高齢化が進んでいる







事故を起こしやすい年齢層が増加

事故遭遇時に重大被害につながりやすい高齢者層の増加

重大事故の増加が予測される





・交通信号、標識などの交通法規

・安全走行

・法律に則った自転車のセッティングの仕方

原則、車道の左側通行

並列走行の禁止

歩行者優先

などの基本的な例



順位を競うレース

正しい自転車の乗り方を
確認するための、

市民参加型サイクルイベント



先導者

1グループ５名程度のグループを形成する

各グループにスタッフから先導者を配置する

先導者の後ろを走ることにより安全走行を見て学ぶ

先導者がペースを作るため、速度超過を防止できる

※先導者の追い越しは禁止



法律に則った整備の行われている自転車を使用すること



・本大会は、スピードを競うレースではない。

・グループごとに走ること。

・ヘルメットを必ず着用すること。

・法律に違反していない自転車に搭乗すること。



・ブロックごとにルールを守れた人にはもう１枚！！

・整備された自転車には一休さんシール

・シールを多く集めた人にはベストマナー賞を贈呈



自治体

警察

地域企業

学校

京田辺
市民



役割 ・競技参加
・ボランティア(給水ポイントetc)
・自転車の修理・整備の講習

メリット ・自転車の正しい知識を身につけられる
・楽しく自然、文化に触れられる
・参加者同士の交流が深まる
・健康増進



役割 ・学生・生徒の参加を促す
・交通安全教室の実施

メリット
・学生・生徒の事故が減る
・自転車の正しい知識が身につく
・学校間の交流ができる



役割
・給水ポイントでの協力
・イベントの協賛

メリット
・宣伝効果
・イメージアップ
・地域経済の活性化



役割
・交通整備
・マナー講習の補助

メリット
・自転車事故の減少
・円滑な業務が可能



自治体

役割 ・イベントの主催
・各アクターをつなげる

メリット
・「自転車マナーが良いまち」に
・市内の活性化
・協働の推進



自治体

警察 地域企業

京田辺
市民

学校







廃棄されている！





レンタル

返却はどこでも可
能



TOUR de KYOTANABE
開催

自転車の正しい運転の仕方
が身につく

標識や整備の正しい認識

京田辺市の
自転車事故減少！！
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